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 日本語の受動文は助動詞「れる、られる」が動詞に後続することで、動詞の文型情報が転換

によって形成され、動作をする主体は「に」や「によって」などで表わされる。「受動文」は

「受動表現」や「受け身」などとも呼ばれるが、本稿では「受動文」と呼ぶことにする。一方、

中国語では助動詞が付け加わることによるのではなく、語順によって動詞の文型情報を転換す

る。中国語の受動文は通常、動詞の前に〈被(bei)、 让(rang)、 给(gei)、 叫（jiao）〉など

の前置詞（受動マーカー）を付けるかどうかによって、大きく「〈被〉構文」と「意味上の受

動文」に分けられる。 

 日本語では受動文はよく使われるといわれる。これに対して、中国語は能動文を好み、受動

文はそれほど使われない。日中受動文の問題は昔から注目され、中国語においても日本語にお

いても、多くの研究者が意味や構造について様々な分析を行なってきた。ここでは、試みとし

て対照研究の成果を翻訳論に結び付ける。 

 そのため、本稿では小説に現れる日中受動文に焦点をあて考察を加える。中国人の日本語学

習者あるいは翻訳上の指針になることを目指し、日本語の受動文の使用実態を明らかにし、ま

た日本語の受動文をどのように中国語に訳すべきかをについて考えを述べる。 

 本稿では小説をデータとし、日中受動文の使用状況を調査する。データとして松本清張の『点

と線』および太宰治『人間失格』の用例を用い、その中に見られる日本語受動文とその中国語

訳、またその逆に中国語訳の受動文とその日本語を比較する。このような分析を通じて、日本

語の受動文がどのような構造の中国語に訳されるか、その一端を明らかにする。 

 本稿は 4章に分かれる。 

 第 1章では研究の概要として、最初に、どのようなデータを利用し研究を進めるかについて

述べる。次に、研究方針の理解を容易にするために、先行研究の紹介をかねて日中受動文の構

造を比較する。日本語の受動文については、おもに工藤真由美（1990:51）の考察を基に分類

案を提示する。最後に中国語の受動文と使役文について簡単に説明する。第 2章では小説の用

例を利用して日本語の受動文とその中国語訳について考察する。まず、中国語訳を「〈被〉構

文」、「能動文」、「その他」という三つの型に分け、データとして取りあげた作品の翻訳状況を

一覧する。また、各種の型を文法論の立場からさらに詳しく分析し、翻訳の傾向を探る。第 3

章では、最初に中国語の使役文と処置文を紹介する。次に受動文との関係を整理し、日本語の

受動文は中国語の使役文と処置文に翻訳される条件を探る。 

第 4章はでは逆の視点から、中国語訳の受動文とその日本語を対照する。中国語の受動文は

日本語の受動文以外に、どのような構文に対応するかを探究する。第 5章では小説の実例をデ

ータとして、いったいどのような翻訳傾向があるかをまとめる。最後に、本稿の主張をまとめ

た上で、今後に残された課題について触れる。 
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